
令和4年度策定　託麻東校区社協行動計画書 託麻東校区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 校区社協としての取組

・くまもと元気くらぶの紹介、活動支援
　
・高齢者サロン等における健康教育（健康づくりやフレイル予防等）

・校区敬老会の継続（コロナ禍における取
り組み方法の再検討）

・見守り事業としてかかわる。また情報提供しながら徐々にかかわり
をもつ

・民生委員さんとの見守りすりあわせ、情報共有
 
・通所B（地域支えあい型サービス）の周知

・校区社協役員勉強会を開催（ささえりあ
との連携）

高齢者の健康や体力維持
・外出機会が減少し体力維持が難しい

・趣味や楽しみを持たない高齢者が多い

・通所C（短期集中予防サービス）の活用案内と活動

・社会資源の整理と提供
・集いの場を活用した取り組みを拡充させ
る

高齢者・障がい児者の情報把握
・把握が難しく対処の方法が分からない

・個人情報保護等で把握できない

・認知症サポーター養成講座の開催

・相談場所（高齢者支援センターささえりあ）の周知・広報

・ヘルプカードの広報啓発
　

・基幹相談支援センターとの連携

・ふくしのしおり（各種相談窓口の紹介）の配付、HP掲載

・障がいに関する研修会等の開催、ハンドブックや映像資料の活用

・熊本市障がい者相談支援センターの周知と活用

子育て家庭の見守り

・子ども達が気軽に遊べる場所がない（もしくは少な
い）

・挨拶出来ない子どもが多い

・子育てサークルの活動支援

・学校とPTAと連携体制づくり

子どもの人権（虐待・引きこもり・い
じめ・不登校）

・虐待・引きこもり・いじめ・不登校など外部から見つ
けることが難しい

・学校と地域団体のパイプを太くする必要がある

・子育て支援ネットワークの活動支援

・災害時要援護者避難支援制度により、災害時要援護者に関する情報
を、市関係部署や、町内自治会長、民生委員・児童委委員といった地
域関係者と共有している。
・「マイタイムライン」の啓発

・校区または町内ごとの防災訓練実施時参加

・熊本市ホームページのハザードマップ、日頃からのまち歩きで危険
箇所を避けた各家庭の避難ルートを確立

・乳幼児を持つ保護者・妊婦に向けた防災DVDを作成・HPへ掲載
（フリーペーパーで広報実施）

・子育て情報マップ（あつまっぷる）を使用し、指定避難所の周知を
実施（赤ちゃん訪問時や転入手続き時に配布）

団体間の連携

・隣近所同士の助け合いが重要だと思うが何をしていい
か分からない

・各団体との共有、支援体制が確定していない

・校区防災連絡会、避難所運営委員会による訓練への参加

・災害時要援護者への支援体制づくり

環境や治安
・ゴミ出しルールが守られていない
・自治会未加入者のゴミ出し
・街灯がほとんど無く歩道も危険な所がある

・ゴミ出しカレンダーの配布

・危険箇所の把握を行う

地域団体に関すること
・地域団体役員のなり手がいない

・各団体活動や行事の減少

・校区内の会社、企業との交流を図る

・地域団体との連携体制構築

・校区の広報紙を活用して情報発信を行う

・地域団体活動のPRと周知への取組み

・障がい児・者への理解を深めるため研修
会の開催

障がい児・者への理解

・障がいに対する知識が乏しく障がい児・者への接し方
が分からない

・知識を分かりやすく広める必要がある
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・世代間交流への取組みを検討(高齢者と
子ども達との交流）

・子育てサークル支援の拡充（広報・啓
発）

・学校との情報交換を行い連携を図る

「
　
世
代
を
越
え
て
繋
が
り
支
え
合
う
ま
ち
　
託
麻
東
　
」

み
ん
な
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

高
齢
者

高齢者の孤立防止や社会参加
・人との接触を好まない高齢者への声かけが難しい

・高齢者に充分な情報が届いていない
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平常時における災害の備え

・家庭内の備蓄食糧の確保が出来ていない

・避難訓練が出来ておらず大きな災害が起きた時の避難
に不安がある

・校区防災連絡会や関係機関と連携・協力

・高齢者SOSサービスの取組みを通じて
周知・啓発を図る

・災害に備え校区内の企業と協力体制づく
り

・災害時要援護者への支援を各団体と連携
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